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　　国の予算編成における基本方針は、当市に
おいては何が優先的なのか見解を伺う。
　　　第5次富士宮市総合計画で掲げる将来都
市像の実現に向けて、3つの重点取組と7つの基
本目標に定めた施策を推進していく。また、コ
ロナ禍において国が進める、物価高克服・経済
再生実現のための総合経済対策に合わせて、経
済対策の効果が最大限に発揮されるよう万全の
経済財政運営を行う。

　　コロナ禍からの観光の回復に、文化財の魅
力をどのように結びつけるのか。
　　　SNSでの発信をはじめ、既存のイベント
やお祭りなどとの連携、観光展や旅行会社への
セールスを通じて、文化の魅力を発信し、誘客
を図る。

市政運営の基本的姿勢

誇りの持てる品格あるまちづくりと文化財

　　①令和5年度はどのような形で、どのよう
な説明をしていくのか。 ②策定済みの基本構想
を変えずに、これまでと同じ説明で市民の理解
が進むと考えるのか。
　　　①文化課で開催する歩く博物館や郷土
資料館の展示説明、古文書や土器に関する講
座等で、文化財の価値を伝え、後世に伝える
ための博物館の必要性を御理解いただけるよ
う努めたい。 ②令和4年度基本構想について説
明し、多くの方から御意見をいただき、基本
構想の基本理念や事業活動の考え方、施設整
備の考え方におおむね御理解いただけたと認
識。また場所や規模、必要となる費用などに
ついては、基本構想策定段階では、案や想定
として挙げており、今後基本計画を策定する
中で決定していく。
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　　プラスチックごみの分別について、再資源
化事業者との協議が調わないと、分別の方法や
回収の頻度など、市民に説明ができないと思わ
れる。再資源化事業者との協議は令和4年度中
にまとまり、予定どおりプラスチックごみ分別
回収の市民説明会を開いていくのか。また、プ
ラスチックごみ再資源化に必要な財源はどの程
度か。その財源を確保できる見通しはあるか。
　　　令和6年度からのプラスチックごみ資源
化実施に向け準備を進めている。市民の手間
が最小限となるよう回収頻度や分別方法を検
討、公益財団法人日本容器包装リサイクル協
会に全量引き渡し、確実に資源化できるよう
関係事業者と調整を行っている。説明会は、
市民に分かりやすく、丁寧に、そしてしっか
り説明できるよう準備を進めている。財源の
確保は、プラスチックごみの資源化には、収
集運搬、中間処理、資源化処理と多額の経費
がかかると想定し、確実に財源確保できるよ
う庁内調整を行っている。

プラスチックごみの分別について
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　　ふじざくら球技場の人工芝化は、スペイン
サッカーとの交流の機会にならないか。
　　　空手道以外の競技でも交流が可能か検
討しており、情報交換会を実施した。富士宮
市における小学生サッカー交流について興味
を持ってもらえた。スペインとのサッカー交
流が実現した際には、積極的な活用を考えて
いる。

　　公共施設の目的は、市民サービスの質の向
上である。郷土の歴史・文化でどのように市民
生活の質を向上させるのか伺う。
　　　（仮称）郷土史博物館構想では、基本
理念を「富士宮市の歴史・文化を学び未来を
拓く、人づくりの拠点」とし、富士宮市の歴
史・文化に親しみ理解を深める機会をとおし
て、市民が富士宮市への愛着と誇りを持ち探
求心を刺激し多様な学びや体験を生み出す場
としている。

コロナ禍で強めたスペインとの絆。
スペインとのスポーツ交流について
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